
国
会
事
項

人
事
異
動

平成™›年˜˜月™日 金曜日 第œ ˜ 号官 報
1
2
三
重
県
津
市
雲
出
鋼
管
町
東
端
の
陸
地
の
地
点
と
同
地
点
か
ら
北
東

1
7
0
N
の
地
点
（
北
緯

3
4度

4
0分

2
5秒
、
東

経
1
3
6度

3
3分

3
3秒
）
を
結
ぶ
線
、
香
良
州
漁
港
北
防
波
堤
先
端
と
同
港
南
防
波
堤
先
端
を
結
ぶ
線
、
松
ヶ
崎
漁
港

西
防
波
堤
先
端
と
同
港
東
防
波
堤
先
端
を
結
ぶ
線
、
猟
師
漁
港
西
防
波
堤
先
端
と
同
港
東
防
波
堤
先
端
を
結
ぶ
線
、

津
松
阪
港
（
松
阪
港
区
）
西
防
波
堤
先
端
と
同
港
（
松
阪
港
区
）
東
防
波
堤
先
端
を
結
ぶ
線
、
松
名
瀬
港
西
防
波
堤

先
端
と
同
港
東
防
波
堤
先
端
を
結
ぶ
線
、
下
御
糸
漁
港
西
防
波
堤
先
端
と
同
港
東
防
波
堤
先
端
を
結
ぶ
線
、
大
淀
漁

港
北
防
波
堤
先
端
と
同
港
南
防
波
堤
先
端
を
結
ぶ
線
、村
松
漁
港
西
防
波
堤
先
端
と
同
港
東
防
波
堤
先
端
を
結
ぶ
線
、

松
下
漁
港
西
防
波
堤
先
端
と
同
港
東
防
波
堤
先
端
を
結
ぶ
線
、
三
重
県
鳥
羽
市
小
浜
町
北
東
端
の
陸
地
の
地
点
と
浮

島
南
端
を
結
ぶ
線
、
水
深
1
0N
の
等
深
線
及
び
陸
岸
に
よ
り
囲
ま
れ
た
海
域
（
伊
勢
湾
æ
）

1
3
大
王
埼
と
同
地
点
か
ら
北
東
3
0
0
0
0N
の
地
点
（
北
緯
3
4度

3
3分

3
3秒
、
東
経
1
3
7度

0
0分

2
3秒
）
を
結
ぶ
線
、
同

地
点
と
小
築
海
島
北
端
を
結
ぶ
線
、
同
地
点
と
浮
島
東
端
を
結
ぶ
線
、
同
島
南
端
と
三
重
県
鳥
羽
市
小
浜
町
北
東
端

の
陸
地
の
地
点
を
結
ぶ
線
、
小
浜
漁
港
北
防
波
堤
先
端
と
同
港
南
防
波
堤
先
端
を
結
ぶ
線
、
石
鏡
漁
港
１
号
防
波
堤

先
端
と
同
港
２
号
防
波
堤
先
端
を
結
ぶ
線
、
国
崎
漁
港
西
防
波
堤
先
端
と
同
港
東
防
波
堤
先
端
を
結
ぶ
線
、
相
差
漁

港
北
防
波
堤
先
端
と
同
港
南
防
波
堤
先
端
を
結
ぶ
線
、
安
乗
漁
港
西
側
岸
壁
北
端
と
同
港
弁
天
防
波
堤
先
端
を
結
ぶ

線
、
国
府
漁
港
西
防
波
堤
先
端
と
同
港
東
防
波
堤
先
端
を
結
ぶ
線
、
甲
賀
漁
港
西
防
波
堤
先
端
と
同
港
東
防
波
堤
先

端
を
結
ぶ
線
、
名
田
漁
港
西
防
波
堤
先
端
と
同
港
東
防
波
堤
先
端
を
結
ぶ
線
、
波
切
港
西
防
波
堤
先
端
と
同
港
東
防

波
堤
先
端
を
結
ぶ
線
及
び
陸
岸
に
よ
り
囲
ま
れ
た
海
域
（
た
だ
し
、
坂
手
漁
港
西
防
波
堤
先
端
と
同
港
東
防
波
堤
先

端
を
結
ぶ
線
及
び
陸
岸
、
桃
取
漁
港
西
防
波
堤
先
端
と
同
港
東
防
波
堤
先
端
を
結
ぶ
線
及
び
陸
岸
、
舟
越
漁
港
西
防

波
堤
先
端
と
同
港
東
防
波
堤
先
端
を
結
ぶ
線
及
び
陸
岸
、
答
志
漁
港
北
防
波
堤
先
端
と
同
港
南
防
波
堤
先
端
を
結
ぶ

線
及
び
陸
岸
、
和
具
（
答
志
）
漁
港
北
防
波
堤
先
端
と
同
港
南
防
波
堤
先
端
を
結
ぶ
線
、
神
島
漁
港
北
防
波
堤
先
端

と
同
港
２
号
南
防
波
堤
先
端
を
結
ぶ
線
及
び
陸
岸
並
び
に
菅
島
漁
港
北
防
波
堤
先
端
と
同
港
南
防
波
堤
先
端
を
結
ぶ

線
及
び
陸
岸
に
よ
り
囲
ま
れ
た
海
域
を
除
く
。）（
伊
勢
湾
Ý
）

〇
九
州
地
方
整
備
局
告
示
第
百
五
十
三
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
四
年
十
一
月
二
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
一
月
二
日

九
州
地
方
整
備
局
長

吉
崎

収

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図

面

縦

覧

場

所

二

百

十

号

う
き
は
市
吉
井
町
生
葉
字
笹
見
田
七
九
九
番
一
か
ら
同
市
吉
井
町

字
秀
五
四
七
番
六

九
州
地
方
整
備
局
及
び
同
局
福

岡
国
道
事
務
所

供
用
開
始
の
期
日

平
成
二
十
四
年
十
一
月
二
日

〇
中
部
地
方
整
備
局
告
示
第
百
九
十
二
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
認
可
を
し

た
の
で
、
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
一
月
二
日

中
部
地
方
整
備
局
長

梅
山

和
成

一

施
行
者
の
名
称

愛
知
県

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

西
三
河
都
市
計
画
道
路
事
業
三
・
四
・
六
十
二
号
本
郷
知
立
線
及
び
三
・

四
・
八
十
三
号
知
立
環
状
線

三

事
業
施
行
期
間

自
平
成
二
十
四
年
十
一
月
二
日
至
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日

四

事
業
地

収
用
の
部
分

愛
知
県
知
立
市
内
幸
町
平
田
、
山
町
八
ツ
田
道
西
及
び
東
栄
一
丁
目
地
内

使
用
の
部
分

な
し

衆

議

院

質
問
書
提
出

十
月
三
十
一
日
議
員
か
ら
提
出
し
た
質
問
主
意
書
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

米
兵
の
性
暴
力
・
犯
罪
に
対
す
る
認
識
、
対
策
等
に
関

す
る
質
問
主
意
書
（
照
屋
寛
徳
提
出
）

い
わ
ゆ
る
東
京
電
力
女
性
社
員
殺
害
事
件
で
無
期
懲
役

と
さ
れ
た
人
物
の
無
罪
が
明
ら
か
に
な
っ
た
件
に
関
す

る
質
問
主
意
書
（
浅
野
貴
博
提
出
）

「
医
師
臨
床
研
修
マ
ッ
チ
ン
グ
」
に
関
す
る
質
問
主
意

書
（
木
村
太
郎
提
出
）

議
事
日
程

十
一
月
一
日
の
議
事
日
程
は
次
の
と
お
り
。

議
事
日
程

第
三
号

平
成
二
十
四
年
十
一
月
一
日
（
木
曜
日
）

午
後
一
時
開
議

一

国
務
大
臣
の
演
説
に
対
す
る
質
疑（
前
会
の
続
）

参

議

院

質
問
主
意
書
提
出

十
月
三
十
一
日
議
員
か
ら
次
の
質
問
主
意
書
が
提
出
さ

れ
た
。

米
軍
航
空
基
地
及
び
自
衛
隊
航
空
基
地
に
お
け
る
凧
等

に
よ
る
妨
害
行
為
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
佐
藤
正
久

提
出
）（
第
六
号
）

韓
国
政
府
に
よ
る
竹
島
の
管
理
強
化
策
に
関
す
る
質
問

主
意
書
（
佐
藤
正
久
提
出
）（
第
七
号
）

革
新
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
戦
略
に
関
す
る
質
問
主
意

書
（
若
林
健
太
提
出
）（
第
八
号
）

我
が
国
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
削
減
に
関
す
る
質
問

主
意
書
（
若
林
健
太
提
出
）（
第
九
号
）

質
問
主
意
書
転
送

十
月
三
十
一
日
次
の
質
問
主
意
書
を
内
閣
に
転
送
し

た
。法

曹
養
成
制
度
検
討
会
議
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
平

山
誠
提
出
）（
第
一
号
）

オ
ス
プ
レ
イ
の
安
全
性
と
普
天
間
飛
行
場
配
備
に
関
す

る
質
問
主
意
書
（
糸
数
慶
子
提
出
）（
第
二
号
）

特
例
公
債
法
案
が
未
成
立
の
状
況
下
で
の
財
務
省
証
券

の
発
行
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
中
村
哲
治
提
出
）（
第

三
号
）法

務

省

（
那
覇
地
方
検
察
庁
検
事
兼
福
岡
高

等
検
察
庁
那
覇
支
部
検
事
）
検
事

松
[

敏
夫

辞
職
を
承
認
す
る
（
十
月
三
十
一
日
）

最
高
裁
判
所

新
潟
地
方
裁
判
所
判
事

角
田

正
紀

東
京
高
等
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

部
の
事
務
を
総
括
す
る
者
に
指
名
す
る

東
京
地
方
裁
判
所
判
事

青
柳

勤

最
高
裁
判
所
裁
判
所
調
査
官
に
充
て
る
こ
と
を
解
く

新
潟
地
方
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

新
潟
地
方
裁
判
所
長
を
命
ず
る

同

秋
吉
淳
一
郎

司
法
研
修
所
教
官
に
充
て
る
こ
と
を
解
く

最
高
裁
判
所
裁
判
所
調
査
官
に
充
て
る

最
高
裁
判
所
上
席
調
査
官
を
命
ず
る

同

伊
藤

雅
人

部
の
事
務
を
総
括
す
る
者
の
指
名
を
解
く

司
法
研
修
所
教
官
に
充
て
る

〇
九
州
地
方
整
備
局
告
示
第
百
五
十
二
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
四
年
十
一
月
二
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
一
月
二
日

九
州
地
方
整
備
局
長

吉
崎

収

^

道
路
の
種
類

一
般
国
道

_

路

線

名

二
百
十
号

`

道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷

地

の

幅

員

延

長

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

う
き
は
市
吉
井
町
生
葉
字
笹
見
田
七
九
九
番
一
か
ら
同
市
吉

井
町
字
秀
五
四
七
番
六

前後

九
・
六
〇
〜

九
・
六
〇

九
・
六
〇
〜
二
八
・
三
〇

〇
・
一
二
四

〇
・
一
二
四

a

図
面
縦
覧
場
所

九
州
地
方
整
備
局
及
び
同
局
福
岡
国
道
事
務
所
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